
　

２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た

『
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク

ス
』
は
、
今
回
で
４
回
目
。

会
場
で
出
会
う
人
の
多
く
が

「
前
回
の
ア
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
が

楽
し
か
っ
た
の
で
ま
た
来
ま

し
た
」
と
口
に
す
る
。
１０
年

の
間
、
作
品
が
変
わ
ら
ず
そ

こ
に
あ
る
た
め
に
地
域
の
人

が
手
を
か
け
守
り
続
け
て
い

る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
作

品
を
た
だ
鑑
賞
す
る
だ
け
で

な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、

そ
の
作
品
を
支
え
る
あ
ら
ゆ

る
人
々
の
情
熱
が
幾
層
に
も

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
、
そ

ん
な
こ
と
を
体
感
で
き
る
芸

術
祭
だ
。

　

旧
月
出
小
学
校
が
芸
術
の

発
信
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
月
出
工
舎
に
は
、
作

品
１３
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ア
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
へ
の
参
加

が
き
っ
か
け
で
市
原
に
移
住

し
た
染
織
作
家
・
岡
博
美
さ

ん
の
新
作
は
、『
そ
こ
と
こ
こ

が　

つ
な
が
る
時
』。
月
出
の

植
物
で
染
め
た
布
を
ガ
ラ
ス

管
に
閉
じ
込
め
た
。
サ
ク
ラ
、

ウ
メ
、
ビ
ワ
な
ど
、
森
を
整

備
し
た
廃
材
を
利
用
し
、
藍

は
月
出
工
舎
で
育
て
た
も
の

だ
。「
月
出
の
森
が
秘
め
た
カ

ラ
フ
ル
な
世
界
を
再
現
で
き

な
い
か
と
の
想
い
を
形
に
し

た
」
と
岡
さ
ん
は
語
る
。
週

替
わ
り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や

デ
ザ
ー
ト
が
楽
し
め
る
『
ヤ

マ
ド
リ
珈
琲
』
は
、
金
土
日
・

祝
日
の
営
業
。
５
／
５
㈰
夜

間
の
『
月
夜
の
ア
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
』
は
申
込
み
不
要
。

　

市
原
湖
畔
美
術
館
で
は
、

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
『
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ

×
Ａ
Ｒ
Ｔ
×
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
｜
交
差
す
る
世

界
と
わ
た
し
』
を
６
／
２３
㈰

ま
で
開
催
（
詳
細
は
２
ペ
ー

ジ
に
て
）。
田
淵
の
チ
バ
ニ
ア

ン
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
は
、
５
／
１８
㈯
、
１９
㈰
に

ニ
ブ
ロ
ー
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
『
風
か
水
や
が
ら
ん
と

し
た
空
か
』
が
行
わ
れ
る
。

月
崎
駅
に
佇
む
『
森
ラ
ジ
オ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
×
森
遊
会
』

は
、
小
湊
鉄
道
の
旧
詰
所
小

屋
を
森
に
見
立
て
た
木
村
崇

人
の
作
品
。
５
／
１８
㈯
に
は

『
苔
玉
作
り
』
な
ど
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
る
。

　

牛
久
で
は
、
上
総
牛
久
駅

駅
舎
と
商
店
街
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
８
作
品
を
展
示
。『
世

界
の
９
人
の
光

の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
』
に
も
選
ば

れ
て
い
る
千
田

泰
広
の
『
Ａ
ｎ

ａ
ｌ
ｅ
ｍ
ｍ

ａ
』
は
、
暗
闇

に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
無
数
の
糸

が
光
線
に
よ
っ

て
照
ら
し
だ
さ

れ
る
幻
想
的
な

作
品
だ
。
柳
建

太
郎
の
『
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
』
は
、
ガ
ラ
ス
が

神
秘
的
な
光
を
放
つ
。
土
日
・

祝
日
に
は
ガ
ラ
ス
細
工
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。

駅
前
に
は
一
見
ト
イ
レ
と
は

気
づ
か
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ト

イ
レ
が
５
つ
。
藤
本
壮
介
の

『
里
山
ト
イ
レ
』
だ
。

　

２
０
１
６
年
に
１
４
０
年

の
歴
史
を
閉
じ
た
旧
平
三
小

学
校
。
理
科
室
や
音
楽
室
、

階
段
な
ど
校
舎
を
そ
の
ま
ま

活
か
し
た
作
品
が
、
光
の
点

滅
や
音
楽
で
来
場
者
を
ハ
ラ

ハ
ラ
と
さ
せ
る
。
ア
ブ
ド
ゥ

ル
ラ
ー
マ
ン
・
ア
ブ
ダ
ラ
の

『
最
後
の
３
人
』
は
、
閉
校
時

に
３
人
し
か
い
な
か
っ
た
生

徒
を
赤
い
リ
ン
ゴ
に
見
立
て
、

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
華
や
か
な

明
か
り
で
照
ら
す
。
会
期
中

の
土
日
に
は
校
庭
で
豚
汁
や

焼
き
芋
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作

品
の
店
舗
な
ど
が
出
店
す
る
。

　

旧
里
見
小
学
校
の
体
育
館

で
は
、
豊
福
亮
が
市
原
の
工

場
夜
景
を
モ
チ
ー
フ
に
『
里

見
プ
ラ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

を
構
築
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
懐
中
電
灯
を
片
手
に
進

め
ば
、
さ
な
が
ら
工
場
見
学

の
よ
う
。
彫
刻
家
・
森
靖
の

作
品
は
『
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ　

ｕ

ｐ
｜
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｅ　

ｏ
ｆ

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｙ
』。
現
代
に

必
要
と
さ
れ
る
自
由
と
は
何

か
を
考
え
な
が
ら
、
女
性
が

モ
チ
ー
フ
の
木
彫
２
点
を
並

行
し
て
制
作
中
。
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
初
参
加
と
い
う
森
さ
ん
は

来
場
者
と
の
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
「
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
新
し
い
表
現
を
探
求
で

き
た
ら
」
と
木
を
刻
む
。
校

庭
で
は
『
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ　

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
が
料
理
と

く
つ
ろ
ぎ
の
場
所
を
提
供
す

る
。
５
／
１８
㈯
の
『
お
に
ぎ

り
の
た
め
の
運
動
会
』
は
、

３
日
前
ま
で
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
要

予
約
。
最
終
日
５
／
２６
㈰
に

は
、
房
総
の
様
々
な
食
材
や

料
理
を
販
売
す
る
『
Ｅ
Ｎ　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｂ
Ａ
』（
エ
ン

ニ
チ
バ
）
が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

を
締
め
く
く
る
。

　

１
９
２
８
年
建
築
の
木
造

校
舎
を
地
元
の
人
が
協
力
し

て
買
い
上
げ
、
維
持
し
て
き

た
内
田
未
来
楽
校
に
は
２
つ

の
作
品
。
上
総
地
方
の
袖
凧

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
角
文
平

の『
Ｈ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
』な
ど
が
、

空
間
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
近
く
の
旧
内

田
小
学
校
で
は
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
に
併
せ
『
お
も
て
な
し
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
４
』

が
進
行
中
。
会
期
中
の
土
日
・

祝
日
に
、
東
京
藝
術
大
学
の

学
生
に
よ
る
作
品
展
示
や

様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

地
元
産
品
を
生
か
し
た
食
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
公
開
時
間
は
１０
時
～

１７
時
。
火
・
水
曜
定
休
（
一

部
施
設
は
時
間
・
定
休
日
が

異
な
る
）。
作
品
鑑
賞
パ
ス

ポ
ー
ト
は
一
般
３
５
０
０
円
、

小
中
高
生
２
０
０
０
円
、
小

学
生
未
満
・
障
が
い
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
と
介
添
人
１

名
無
料
。（
千
葉
県
内
の
小
中

学
生
に
は
無
料
引
換
券
を
配

布
）、
エ
リ
ア
鑑
賞
券
、
個
別

鑑
賞
券
も
有
。
無
料
周
遊
バ

ス
有
。
本
稿
紹
介
以
外
に
も

イ
ベ
ン
ト
多
数
。
詳
し
く
は

公
式
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。（
石
井
）

問
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
３
８
・
３８
・
６
５
６
３

https://100nengo-art-
fes.jp/uchiboso/

 

百
年
後
芸
術
祭
ー
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
ー

  

春
の
風
に
誘
わ
れ
て 

ア
ー
ト
な
散
策
へ

　
　
　
　
　
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
２
０
２
４   

５
／
26
㈰
ま
で
開
催

　

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業
『
百
年
後
芸
術
祭
～
環
境
と
欲
望
～
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
』

が
５
／
26
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
音
楽
家
の
小
林
武
史
、
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
『
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
』
も
手
掛
け
た
北
川
フ
ラ
ム
。
市
原
・
木
更
津
・
君
津
・

袖
ケ
浦
・
富
津
の
内
房
５
市
を
舞
台
に
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
、
音
楽
・

映
像
・
ダ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
食
を
テ
ー
マ
と
し
た

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
市
原
市
で
は
『
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
２
０
２
４
』
を
市

内
７
つ
の
拠
点
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

 

10
年
目
の
春

ア
ー
ト
に
グ
ル

メ
に
盛
り
沢
山

岡
田
杏
里
『
月
が
生
ま
れ
た
と
き
』（
月
出
）

上
：
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ー
マ
ン
・
ア
ブ
ダ
ラ
『
最
後
の
３
人
』（
平
三
）、
下
：
来

場
者
と
歓
談
す
る
森
靖
さ
ん
『Start up

―Statue of Liberty

』（
里
見
）

藤
本
壮
介
『
里
山
ト
イ
レ
』

（
上
総
牛
久
駅
）
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「
乗
ら
な
く
な
っ
た
愛
車

を
売
却
し
た
い
」
「
免
許
返

納
で
車
が
不
要
に
な
っ
た
」

「
下
取
り
価
格
が
安
い
…
」

　

そ
ん
な
時
は
、
地
元
市
原

で
創
業
４６
年
の
実
績
と
信
頼

を
誇
る
Ｔ
Ａ
Ｘ
市
原
自
動
車

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
み
て

は
！？
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ

て
動
か
な
い
、
お
店
ま
で

持
っ
て
行
く
の
が
面
倒
、
走

行
距
離
が
多
く
て
古
い
の
で

値
段
が
つ
か
な
い
の
で
は
…

そ
ん
な
車
で
も
、
電
話
一
本

で
ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
ま
で

来
て
く
れ
て
、
あ
な
た
の
大

切
な
愛
車
を
親
身
・
丁
寧
に

査
定
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
車
を
売
却
し
た
際

に
か
か
る
処
分
費
用
や
手
数

料
も
一
切
か
か
ら
ず
、
面
倒

な
手
続
き
も
不
要
と
の
こ
と

な
の
で
、
と
っ
て
も
安
心
で

す
ね
！

　

只
今
、
買
取
最
低
保
証
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
。
５

月
末
ま
で
普
通
車
３
万
円
、 

軽
自
動
車
１
万
円
で
の
最
低

買
取
額
を
保
証
中
！

Ｔ
Ａ
Ｘ
市
原
自
動
車
セ
ン
タ
ー

市
原
市
君
塚
５-

１-

２０　

営
９
時
３０
分
～
１８
時　

㉁
水
曜
・
第
一
火
曜
日

☎
０
４
３
６
・
２３
・
０
０
０
２ 

車
を
売
る
な
ら
親
切
・
丁
寧
な

    

「
タ
ッ
ク
ス
市
原
」へ
！

　

市
原
湖
畔
美
術
館
で
は
、
百

年
後
芸
術
祭
｜
内
房
総
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
｜
の
一
環
と
し
て

『
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
×
Ａ
Ｒ

Ｔ
×
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
Ｓ
｜
交
差
す
る
世
界
と
わ

た
し
』
を
開
催
し
て
い
る
。
現

在
市
原
市
は
５０
人
に
１
人
が

在
留
外
国
人
で
、
国
籍
別
で

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
最
も
多
く
、

次
い
で
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、

ベ
ト
ナ
ム
と
続
く
。
同
展
で

は
彼
ら
の
母
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

招
い
た
４
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
、
リ
サ
ー
チ
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
作
品
を
制
作
。『
市

原
に
暮
ら
す
多
様
な
民
族
的

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

人
々
が
共
に
生
き
る
社
会
を

願
い
求
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
し
て
展
開
す
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
デ
ィ
ン
・
Ｑ
・
レ
さ
ん

は
市
原
で
暮
ら
す
ベ
ト
ナ
ム

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね

た
。
異
国
の
地
で
家
族
を
思

い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
思
う
気
持
ち
の
強
い

彼
ら
に
、
こ
の
地
で
新
た
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル

は
、『
絆
を
結
ぶ
』。
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
で
集
め
た
古
着
で

ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
、
様
々

な
ル
ー
ツ
を
持
つ
外
国
人
が

協
働
し
作
っ
た
キ
ル
ト
と
ラ

グ
を
空
間
芸
術
に
仕
上
げ
た
。

惜
し
く
も
デ
ィ
ン
さ
ん
は
、
４

月
６
日
に
ベ
ト
ナ
ム
に
て
急

逝
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
リ
ー

ロ
イ
・
ニ
ュ
ー
さ
ん
の
作
品

は
『
多
次
元
港
と
し
て
の
バ

レ
テ
』。
バ
レ
テ
は
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
に
み
ら
れ
る
巨
樹
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
神
話
に
幽
霊

の
木
と
し
て
登
場
す
る
。
市
原

で
集
め
た
４
千
本
も
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
美
術
館
周
辺
で

伐
採
し
た
竹
で
作
っ
た
バ
レ

テ
で
Ｓ
Ｆ
的
な
世
界
を
出
現

さ
せ
、
環
境
問
題
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
。
外
国
籍
の
人
々
が

多
く
集
ま
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

２
ケ
所
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
そ
こ
で

彩
色
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
花
と
し
て
咲

か
せ
た
。
同
展

は
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
終
幕
後
も
６

／
２３
㈰
ま
で
開

催
。
詳
し
く
は

問
合
せ
を
。

問
市
原
湖
畔
美
術
館

☎
０
４
３
６
・
９８
・

１
５
２
５

https://lsm
-

ichihara.jp/

開
館:

平
日
１０
時
～

１７
時
、
土
曜
・
祝
前

日
９
時
半
～
１９
時
、

日
曜
・
祝
日
９
時
半

～
１８
時
（
最
終
入
館
は
閉
館

３０
分
前
）
休
館
日
：
火
曜
（
４

／
３０
除
く
）　

入
館
料
：
一
般

千
円
、
大
高
生
・
６５
歳
以
上

８
０
０
円
、
中
学
生
以
下
・
障

が
い
者
手
帳
お
持
ち
の
方
と

介
添
者
１
名
無
料　

＊
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
期
間
中
（
～
５
／

２６
）
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
入

館
可

　

５
／
１８
㈯
に
は
同
美
術

館
を
会
場
に
、
開
発
好
明

『
１
０
０
人
先
生
の
１０
本
ノ
ッ

ク
』
を
開
催
。
１３
時
半
～
『
ス

ケ
ボ
ー
先
生
』（
プ
ロ
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ダ
ー
・
古
賀
魁
気
）、

１５
時
～
『
タ
イ
ガ
ー
立
石
先

生
』（
平
野
到
・
埼
玉
近
代
美

術
館
主
任
学
芸
員
）。
パ
ス

ポ
ー
ト
提
示
で
無
料
、
パ
ス

ポ
ー
ト
が
な
い
場
合
は
１
講

座
５
０
０
円
。
予
約
不
要
・

先
着
順
。（
石
井
）

問
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
３
８
・
３８
・
６
５
６
３

https://100nengo-
art-fes.jp/

  「ＩＣＨＩＨＡＲＡ×ＡＲＴ×ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮＳ
　　　　　    ―交差する世界とわたし」
　　　　　　　　  6/23 ㈰まで開催中　市原湖畔美術館

リ
ー
ロ
イ
・
ニ
ュ
ー
《
多
次
元
港
と
し

て
の
バ
レ
テ
》
撮
影
：
田
村
融
市
郎

デ
ィ
ン
・
Ｑ
・
レ
《
絆
を
結
ぶ
》

撮
影
：
田
村
融
市
郎

　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
、

ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
親
子
、

ベ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
な
ど
、

紀
元
前
３
０
０
０
年
前

に
存
在
し
た
巨
大
な
恐

竜
た
ち
が
千
葉
港
に
大

集
結
。

　

リ
ア
ル
な
恐
竜
ロ

ボ
ッ
ト
１５
体
が
待
つ
森

の
中
を
歩
い
て
探
検
。

図
鑑
で
見
て
い
た
恐
竜

た
ち
を
抜
群
の
臨
場
感

と
と
も
に
間
近
で
見
ら

れ
る
の
で
、
子
ど
も
た

ち
も
大
喜
び
間
違
い
な

し
！
コ
ー
ス
内
各
所
に
は
恐

竜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
設
置

さ
れ
、
全
問
正
解
す
る
と
認

定
証
が
も
ら
え
ま
す
。

　

恐
竜
の
展
示
に
加
え
、
白

色
の
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ペ
イ
ン
ト
を
施
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
歴
史

あ
る
ド
イ
ツ
の
玩
具
メ
ー

カ
ー
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
社
製
の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
恐
竜
グ
ッ
ズ

の
販
売
も
あ
り
。

　

周
辺
に
は
東
京
湾
を
一
望

で
き
る
展
望
施
設
、
千
葉
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
や
千
葉
県
立
美
術

館
、
千
葉
港
め
ぐ
り
観
光
船

の
り
ば
も
あ
る
の
で
、
海
辺

を
一
日
中
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
会
場
は
、
Ｊ
Ｒ

千
葉
み
な
と
駅
か
ら
歩
い

て
１０
分
ほ
ど
の
千
葉
ポ
ー

ト
パ
ー
ク
円
形
広
場
横
。

●
恐
竜
王
国 

in 

千
葉
ポ
ー

ト
パ
ー
ク

・
日
程
：
１１
月
３０
日
㈯
ま

で　

期
間
中
毎
日
開
園
し
、

荒
天
時
は
臨
時
休
園

時
間
：
１０
時
～
１７
時
（
最

終
入
場 

１６
時
４０
分
）

・
会
場
：
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク

円
形
広
場
横
（
Ｊ
Ｒ
千
葉
み

な
と
駅
か
ら
徒
歩
１０
分
）

・
入
園
料
：
８
０
０
円
（
税

込
）、
２
歳
以
下
無
料　

※
千

葉
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
と
の
セ
ッ

ト
券
（
大
人
１
０
０
０
円
、

小
中
学
生
８
５
０
円
）
も
あ

り☎
０
９
０
・
３
０
６
８
・
８
１
２
６

https://kyoryuokoku.
fun/

 

恐
竜
王
国
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千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク

　
　
　
開
催
中
！ 
11
月
30
日
ま
で
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◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。

　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお振
　込ください。掲載紙面は１部ご郵送します。

●五月人形か ぶ と　内かざり一式付５万円
大網白里市・小林　☎０４７５-７７-５７３８

●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●全日制フリースクール　中学不登校生のための学び
の場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777
●着付教室　毎㈰10時～ 11時・13時～ 14時　1回

500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野
●キーボードピアノ教室　シニア：60～ 75才・ ㈪㈮
13時～他・月3,500円　大人：59才まで・㈭20時～ 他・
月4,500円　 N B第一ビル・南房商事３階（茂原市高師
57） 　茂原市ピアノ協会　☎080-6733-1248

●フロントスタッフ募集　7：00～ 10：00・19：00～
22：30　時給1,150円　アタックゴルフ茂原　
☎0438-62-6172藤成産業　受付㈪～

●ピアノのレンタル　漆田   0120-00-4210

●30～ 40代の結婚相談　ねむの木☎0475-52-5241
●教育相談　ニート・不登校・学力不足・ひきこも

り　初回無料　要予約　成美学園　☎0475-44-5777
●ハッピー＆ヘルシーライフ勉強会　偶数月の第３㈪
14～ 16時　茂原市東郷福祉センター　講師：河野俊
彦（亀田医療大学教授）　体の仕組みをよく知り、健康
維持と長寿生活を　鎌田　☎090-9340-3840
●上妻宏光(三味線)・宮田大(チェロ) D u o C o n c e r t 
Tour －月食－　５／25㈯14時開演　君津市民文化ホー
ル　全席指定4,000円　日本を代表する三味線奏者と
チェリストが、日本発・世界初のアコースティックセッ
ションツアーを開催　☎0439-55-3300
● アリスの B l o o m i n g C a r n i v a l (ブルーミン
グカーニバル)　６／16㈰まで　京成バラ園（八千代市）
　９～ 18時　期間中無休　高校生以上1,800円・小中
学生500円・未就学児無料　1,600品種・１万株のバラ
が１年で最も咲き誇るシーズン　38本のバラのアーチ、

「アリスツアーズ」では88種の草花の段々畑やドラゴ
ンの登場、カーニバルのような昼のパレード開催、期間
限定スイーツなど　詳細はH Pで　h t t p s : / / w w w .
k e i s e i r o s e . c o . j p / g a r d e n /

申し込み方法

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※お申込み　内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話
番号を明記し、ＦＡＸか郵送、メールで
ＦＡＸ0436-21-9142　メール k i j i @ c l - s h o p . c o m

●子犬差し上げます　シーズー混雑種　１／ 28生：
薄灰茶メス　３／ 24生：白黒オス２・白茶メス１　
部屋飼い希望　長柄・星川　☎090-2302-8122

●勝浦フラメンカス　基本月１回　13～ 15時　適宜
集合して自主練あり　キュステ（勝浦市）　初心者ば
かりのフラメンコサークル　性別、年齢、経験問わず
みんなで楽しく踊りましょう! 　次回練習日：５／
19　飲み物、タオル持参　動きやすい服装、出来れば
踵の太いパンプスで　月会費： 2,100 円
吉田　☎090-7616-4980 
●バンドマン募集　月１回・東金公民館ほかで練習
R G・S G・B G・ボーカル　ロック、ポップ、いいとこ
取りバンドで　君達の好きな音楽を　私とD rは年寄
りだけど裏方で　嶋田　☎080-5951-0053 
●日本画・火耀（かよう）会　第２㈫13時半～ 16時・
変更の場合あり　矢部宏画室（茂原市本納2008）　月
会費：2,000円　誰でも優しく楽しめる絵たよりか
ら展覧会出品画まで　初心者から歓迎
矢部　☎0475-34-3108
●超初級シニア英会話　第１・３㈬10時～ 10時50分・
寺子屋（茂原市あおの）　第１・３㈭14～ 14時50分・
市民ステーション・マチサポ（大網白里市）　月会費：
2,000円　日常使いの英会話　挫折なしの短時間集
中レッスン　太田　☎080-3459-1946

●ガーデン・オープン・チャリティ　５／４・５㈷　
10～ 15時　庭めぐりと里山散策コース　受付：平山
邸前（匝瑳市安久山197）、地図を配布　大人500円・
中学生以下無料　飲物サービスあり　収益は赤十字社・
令和６年能登半島地震などへ寄付　八日市場駅から
シャトルバスあり　平山　☎ 090-5311-6799
●上総一ノ宮フリマ・骨董市　５／４㈷６／ 15㈯　９
～ 13時　一宮町役場西側駐車場　小雨開催　出店会費：
500円～ 2,000円　☎070-6406-1414
●千葉きりえ美術展　５／５㈷まで　10～ 17時、最終
日15時まで　船橋市民ギャラリー　入場無料　ギャラ
リートーク：５／５・14～ 15時
事務局・中島　☎047-447-4754　
●長生高等学校吹奏楽部 定期演奏会 　５／５㈷　13
時半開演　岬ふれあい会館　入場無料　第１部：ガ
ルーダの翼ほか　第２部：音楽劇「オズの魔法使い」
第３部：ポップスステージ　☎0475-22-3378
●茂原市役所うたごえマルシェ　５／５㈷　マルシェ： 
10～ 15時・茂原市役所庁舎前広場・無料・買い物や飲食、
ワークショップ体験、交流など　歌声カフェ：13～ 15
時・ 茂原市役所市民室・1,000円・想い出に残る歌を

生バンドの伴奏で歌う　☎080-4113-9494 
●下川吉博油絵展　５／５㈷～ 26㈰　10～ 17時、最
終日15時　ギャラリー 801（睦沢町）　㈫㈬定休　記
憶の中にある風景や人物を心象的に表現した作品　
☎0475-40-3035
●航空科学博物館のイベント　空のおまわりさんの
おはなし：５／５㈷13～ 14時・100名・空の警察「千
葉県警察航空隊」の紹介・車両展示や制服着用体験も　
集まれ！ N A R I T A空港車輌：５／ 26㈰10～ 15時・
成田空港の特殊車輌が集合、作動実演や解説　入館料：
大人700円、中高生300円、４歳～小学生200円　
☎0479-78-0557
●１から分かる歎異抄講座 　５／６㈷14時～土気あす
みが丘プラザ　11㈯14時～長生村交流センター　19㈰
９時半～成東文化会館　19㈰14時～ 匝瑳市市民ふれあ
いセンター　20㈪13時半～土気あすみが丘プラザ
21㈫９時半～東金文化会館　30㈭13時半～鎌取コミュ
ニティセンター　1,000円　☎080-4102-3846
●レンブラントの会押花作品展　５／ 10㈮～ 12㈰　
10～ 20時、最終日17時　茂原ショッピングセンター・
アスモ　約100点　体験あり　☎0475-25-5511
●金曜フリマ骨董市i n長柄ダム　５／ 10・17・24・
31㈮　９～ 14時　小雨開催 　長柄町都市農村交流セ
ンター　出店：500円～ 2,000円　初回無料・長柄町
民減免・教育福祉関係団体は無料（事前相談必要）　
☎070-6406-1414
●小さなマルシェ土曜市　５／ 11㈯　10～ 14時半　
農家食堂くりくり山房（茂原市萱場）　地元７人の手作
り品販売　野菜・菓子・惣菜・手芸品・小さな絵画・餅
など　13時～田んぼカフェ　☎090-7425-1433
●ふれあいダンスパーティ　５／ 11㈯13時～　高貫
ダンススクール（いすみ市岬町）　2,000円　
サークルたんぽぽ　☎090-4208-1210
●日本ミツバチ保護の講習会　５／ 11㈯　12～ 14
時　茂原市三ケ谷　今期５群保護した方法　ハチ・蜂
玉に格安対応　1,000円　古山　☎080-1153-2513
●初めてのフラダンス無料体験会　５／ 11㈯９時半～
10時半・九十九里フィットネスつくも　15㈬10～ 11
時半・茂原タイムホール
カポハナ　☎090-4622-2388　
●ミニチュアきもの教室・フリーマーケット　５／ 11
㈯12㈰18㈯19㈰　９～ 16時　手打ちそばひらが（い
すみ市岬町中滝429）　手作り作品、その他いろいろ出
品　田中　☎080-7983-6491　
●藻原寺フリーマーケット　５／ 11㈯は中止　25㈯
開催　９～ 13時　茂原市役所近く　雨天中止　車ご
と出店：2,000円　初めて出店希望の方は当日に本部
受付で説明を　☎090-4950-6193（録音の最新情報）
●吉永直子絵画展・上総一宮暮らし　５／ 12㈰まで
10～ 17時、最終日16時　アートサロン・茶房けい（一
宮）　牧師をしながら一宮の暮らしを水彩で描く　販
売あり　５／６・７休　☎0475-40-0862
●語りの世界　５／ 12㈰　山武市成東文化会館のぎ
くプラザ　資料代：500円　世界で活躍・ストーリー
テラー・末吉正子の語り　☎080-5495-6528
●ナチュラル＆オーガニックの集い　５／ 12㈰　10
～ 15時　一宮町役場西側広場 　小雨開催　自然栽培の
普及を目的とするマーケット、ワークショップ、ステー
ジ　☎070-6406-1414
●映画『劇場版 おいしい給食 卒業』上映会  　５／ 12
㈰　14～ 16時　茂原市立図書館　無料　40名　監督：
綾部真弥　出演：市原隼人、登坂淳一、田村侑久ほか　
2022年製作 　中学校で給食メニュー改革が決定、不
穏な空気を察知した教師が給食を守るために立ち上
がる!　茂原市内の市役所議会棟がロケ地として登場

カウンター、電話にて要申込　☎0475-23-6151　
●いのちの輝き・M O M Oのメッセージ展　５／ 14㈫
まで　最終日12時まで　富里市立図書館・とみらいテ
ラス　白血病のため17歳でこの世を去った小野寺守く
ん　闘病中に自らを励ましたメッセージ
千葉骨髄バンク推進連絡会　☎043-497-5083
●大江戸探訪・浮世絵でタイムスリップ　５／ 14㈫～
６／ 1㈯　10～ 16時　㈰㈪休　城西国際大学水田美術
館　一般300円、高校生以下無料　浮世絵版画の摺り体
験：５／ 17・24・６／１・13～ 14時・予約不要・無
料　スライドトーク：５／ 25・14時～・図書館1階・
予約不要・無料　☎0475-53-2562
●ブルーム・ガーデン・マルシェ　５／ 17㈮～ 19㈰
10時半～15時半　Broom Garden（いすみ市岬町井沢）
フードやスイーツ、ドリンク、雑貨とワークショップ　
ブルーム香房　☎0470-62-5708
●社交D A Nパーティ　５／ 18㈯13時半～　市原ダン
ススクール　1,000円　☎090-4746-1220
●スプリングダンスパーティ i n白子　５／ 19㈰　13
～ 15時　サニーイン向かい多目的ホール　会費：2,000
円（1ドリンク付）　今関　☎0475-73-6533　
●茂原交響楽団第33回定期演奏会　５／19㈰　14時
開演　東金文化会館　前売800円・当日1,000円　曲
目：ワグナー「楽劇ニュルンベルクのマイスタージン
ガーより第一幕への前奏曲」、グリーク「ペールギュン
トより第一・第二組曲」、メンデルスゾーン「交響曲第
５番ニ長調・宗教改革」　☎0475-23-0084
●ナルクの活動紹介と地域交換会　５／ 19㈰　10～
15時　茂原市総合市民センター　「時間預託」助け合い
活動、子ども子育て支援や環境美化活動等の地域貢献活
動、サークル会や介護予防事業、元気クラブ「ナルクサロ
ン」などの活動紹介と参加者との交流会　N P O法人ニッ
ポン・アクティブライフ・クラブ　ナルク茂原「いちご
の会」　 ☎ 0475-26-5229
●十枝の森の音楽会　５／ 19㈰　10～ 15時　雨天
中止　十枝の森（大網白里市北吉田）森の散策と音楽
を楽しむ　10組のバンド・エレキ演奏、郷土芸能のほ
ほん節など、ポップス、ハワイアン、懐メロ、ロックな
ど　協力費：500円　飲食物は各自持参で　駐車場・
トイレあり　西館　☎090-8318-5502
●ときどきショップ　５／ 24㈮～ 26㈰　10～ 17時、
最終日16時　高柳昇弘堂ギャラリー (茂原市役所近く)
４年ぶりの開催　陶芸・ナチュラルクラフト・小型犬
の服・トールペイント・ぬいぐるみ・手作り服・染め物・
つる編み・刺し子・ターバン・手作りパン・ジャム・グ
ラノーラ等　各日、先着30名にプレゼントあり
☎090-6659-2174
●塩田記念病院 医療公開講座～塩田記念病院外科医が
解説！身近な病気～ 　５／ 25㈯　14～ 15時半　塩田
記念病院１階ロビー　「意外に身近なおしりの病気」「内
視鏡の不思議な世界～小さなカメラで大きな発見～」

「簡単な体操で認知症予防！？」　来場者特典：無料便
潜血検査（当日受付）　事前申込制・参加無料　受付：
㈪～㈯９～ 17時（㈷除く)　☎0475-35-0031
●キャンプインストラクター養成講習会　５／ 25㈯９
時半～ 26㈰16時＋事前オンライン講習　千葉市少年自
然の家（長柄町）　日本キャンプ協会公認のキャンプイ
ンストラクター講習会　満18歳以上　先着30名　参加
費：9,880円　要申込　５／ 18〆切    ☎0475-35-1131
●ガーデン・オープン・チャリティ　５／ 25㈯26㈰　
10～ 16時　羽根井庭園（佐倉市宮本269）　入園料：
大人500円、中学生以下無料　収益は日本赤十字社・能
登半島地震支援などへ寄付予定　約500坪の和（四季
の樹木）と洋（和洋の花）に分かれた羽根井夫妻手作り
の庭　飲み物あり　羽根井　☎090-9827-5049
●東泉寺・青葉ま つ り　５／26㈰　10～ 13時　茂
原市木崎　フリーマーケット（出店受付中）、和太鼓、三
味線演奏、人気のシャボン玉、子どもたちのお楽しみ
ほか　☎0475-23-1682
●映画『ファミリア』上映会　５／ 26㈰　14～ 16時
茂原市立図書館　無料　40名　監督：成島出　出演：
役所広司、吉沢亮、サガエルカス、松重豊他　2022年製
作 　国籍・文化・境遇の違いを超えて、≪家族≫を作
ろうとする人々を描く　茂原市内の円蔵寺、上太田切
通し等、茂原市内４カ所が登場　ポスターや出演者サ
イン色紙、台本、作品パネルなどの関連展示も実施　
カウンター、電話にて要申込　☎0475-23-6151　
●花輪の森ウインドオーケストラ定期演奏会　５／
26㈰　13時半開演　千葉市民会館　無料　指揮：渡辺
定路　曲目：春の猟犬、歌劇「イーゴリ公」より『ダッ
タン人の踊り』、はとぽっぽの世界旅行、ほか
玉井　☎090-8013-4363
●茂原市市民美術展 　５／ 27㈪～６／ 22㈯　９～ 17
時、最終日15時　茂原市立美術館　日本画、洋画、彫刻、
工芸　作品募集：５／ 15〆切
茂原市美術協会・永嶋　☎090-3310-0069
●ロケで話題のまち もばら展２ 　５／ 31㈮まで　
10～ 19時　茂原市立図書館　無料　近年、多くの映
画やドラマ、バラエティ番組などのロケ地として登場
する茂原市のロケツーリズムの取組みについて展示
ロケ地作品の映画D V D、原作本、ロケ地マップ、映画ポ
スター、サイン色紙や台本など　☎0475-23-6151　
●大人のための朗読会 　６／２㈰　14～ 16時　茂原
市立図書館　無料　朗読：綾・紋の会　40名　演目：
立原正秋『流鏑馬』、小川未明『月夜とめがね』、海野弘

『放し鳩』ほか　要申込　５／ 15・11時～カウンター、
電話にて受付　☎0475-23-6151　
●千葉県立茂原高等学校同窓会・静和会総会　６／２
㈰　13時～　茂原高等学校格技場　茶道部のお茶の
接待、マンドリン部・ダンス部の発表もあり
☎0475-22-4505　

申し込み方法
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千
葉
県
南
房
総
市
に
あ
る

酪
農
の
さ
と
は
日
本
酪
農
発

祥
の
地
で
、
江
戸
時
代
に
八
代

将
軍
・
徳
川
吉
宗
が
イ
ン
ド

産
の
白
牛
を
飼
育
し
て
、
乳

製
品
を
作
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
濃
厚
で
コ
ク

の
あ
る
牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
特
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
は
絶
品
で
す
。
小
高
い
丘

に
は
ヤ
ギ
が
放
し
飼
い
に
さ

れ
て
い
て
、
餌
や
り
も
で
き

ま
す
。
干
し
ミ
カ
ン
の
皮
が

大
好
物
で
人
な
つ
っ
こ
い
子

ヤ
ギ
も
愛
ら
し
く
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
も
大
喜
び
で
家
族

連
れ
に
人
気
で
す
。

　

珍
し
い
白
牛
は
全
身
が
白

く
て
耳
は
大
き
く
背
中
に
は

コ
ブ
が
あ
り
、
穏
や
か
な
優

し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
牧
場
の
緑
に
、
淡
い
ピ

ン
ク
の
５０
本
程
の
桜
が
綺
麗

で
、
近
く
に
小
川
の
せ
せ
ら

ぎ
も
あ
り
ま

す
。
初
夏
に

は
優
雅
に
泳

ぐ
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
で
カ

ラ
フ
ル
な
こ

い
の
ぼ
り
の

一
群
が
お
目

み
え
し
、
来

園
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。
酪

農
の
歴
史
を

展
示
し
た
博

物
館
や
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
あ
り
、
写
真
展
や
絵
画
展

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
酪
農
の
さ
と
で
自
然

と
触
れ
合
い
、
美
味
し
い
も

の
に
癒
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
市

原
市
写
真
連
盟　

ち
は
ら
台

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

三
浦
映
代
）

　

初
夏
の
こ
の
時
期
、
夕
暮

れ
か
ら
夜
に
か
け
て
「
ホ
ッ

ホ
ウ
、
ホ
ッ
ホ
ウ
」
と
繰
り

返
す
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
る
。
ア
オ
バ
ズ
ク
の
鳴
き

声
だ
。
木
の
樹
洞
を
巣
に
す

る
の
で
、
大
木
の
あ
る
森
、

公
園
、
神
社
・
仏
閣
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

全
長
２９
㎝
、
頭
部
、
背
中
、

翼
と
上
面
は
黒
褐
色
だ
が
、

胸
か
ら
腹
に
か
け
て
は
白
色

で
、
そ
の
上
に
黒
褐
色
の
縦

斑
が
幾
筋
か
あ
る
。
フ
ク
ロ

ウ
の
仲
間
で
夜
行
性
、
日
中

は
暗
い
林
内
や
樹
洞
で
休
息

し
、
夜
間
に

活
動
す
る
。

街
灯
に
集
ま

る
主
食
の
昆

虫
類
を
、
採

餌
し
て
い
る

姿
を
見
る
こ

と
も
あ
る
。

　

フ
ク
ロ
ウ

と
の
違
い
は
鳴
き
声
と
、
小

柄
で
目
が
黄
色
い
こ
と
で
あ

る
。
東
南
ア
ジ
ア
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
方
面
か
ら
繁
殖
の
た

め
全
国
に
渡
っ
て
来
る
夏
鳥

で
、
房
総
丘
陵
で
も
、
か
つ

て
は
幾
例
も
の
個
体
が
観
察

さ
れ
た
。
近
年
は
急
激
に
数

を
減
ら
し
て
い
る
と

言
わ
れ
、千
葉
県
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
で
も
「
最

重
要
保
護
生
物
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の

越
冬
地
の
開
発
、
農

薬
に
よ
る
昆
虫
の
減

少
、
営
巣
に
適
し
た
樹
洞
の

あ
る
大
木
の
減
少
な
ど
が
原

因
と
さ
れ
る
。
今
や
鎮
守
の

森
の
あ
る
神
社
・
仏
閣
で
か

ろ
う
じ
て
声
を
聞
け
る
程
度

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
様

な
保
護
活
動
が
望
ま
れ
る
。

　

夕
涼
み
が
て
ら
の
散
歩
で

「
ホ
ッ
ホ
ウ
、
ホ
ッ
ホ
ウ
」
の

声
を
聞
い
た
ら
、
街
灯
近
く

を
探
し
て
見
よ
う
。
電
柱
や

木
の
枝
に
目
の
真
ん
丸
な
、

ア
オ
バ
ズ
ク
を
見
つ
け
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時

は
、
そ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
岡
嘉
弘
）

　

移
住
者
の
視
点
で
、
い
す

み
市
と
周
辺
の
魅
力
的
な
場

所
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
『
田
舎
歩
き
方
・
暮
ら
し

方
♯
１
千
葉
県
い
す
み
市
と

そ
の
周
辺
２
０
２
４
』
が
４
月

２３
日
㈫
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

発
売
は
合
同
会
社
バ
ナ
ナ
ド

ラ
イ
ブ
（
本
社
：
千
葉
県
い

す
み
市
岬
町
岩
熊
１
５
４
５

の
１４
）。「
都

会
に
な
い
も

の
が
こ
こ
に

あ
る
」を
テ
ー

マ
に
、
同
社

一
級
建
築
士

の
中
沢
か
お

り
さ
ん
が「
自

身
が
感
じ
た

地
域
の
魅
力

を
伝
え
た
い
」

と
発
行
し
ま

し
た
。

　

横
浜
出
身
、

５
年
前
に
い
す
み
市
に
移
住

し
て
き
た
中
沢
さ
ん
は
、「
い

す
み
市
を
訪
れ
る
側
か
ら
見

る
と
、
分
か
り
や
す
い
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
な
く
、
離

れ
た
目
的
地
や
店
舗
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
ア
ク
セ
ス
し

に
く
い
、
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
海
、
食
事
、

宿
泊
な
ど
一
つ
の
目
的
を

持
っ
て
訪
れ
る
人
へ
、
目
的

と
異
な
る
他
の
情
報
を
提
供

し
、
滞
在
時
間
を
延
長
、
ま
た

は
再
訪
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
様
々

な
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

盛
り
込
み
、
多
様
な
視
点
か

ら
地
域
を
掘
り
下
げ
て
い
ま

す
」
と
の
こ
と
。
い
す
み
地

域
の
魅
力
を
多
く
の
旅
行
者

に
知
っ
て
も
ら
え
る
１
冊
で

す
。　

●
『
田
舎
歩
き
方
・
暮
ら
し

方
♯
１
千
葉
県
い
す
み
市
と

そ
の
周
辺
２
０
２
４
』

・
Ａ
５
サ
イ
ズ
、
１
６
０
ペ
ー

ジ
、
１
５
０
０
円
（
税
込
）

・
店
舗
掲
載
・
イ
ベ
ン
ト
・
団

体
な
ど
１
２
０
以
上
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
移
住
時
期
・
年

齢
・
職
業
・
出
身
地
の
異
な

る
８
名

問
合
同
会
社
バ
ナ
ナ
ド
ラ
イ

ブ　

中
沢
さ
ん

メ
ー
ル
：kaori@banana-

drive.com

い
す
み
市
の
魅
力
を
紹
介

『
い
す
み
と
周
辺
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

　

文
学
を
愛
す
る
仲
間
た
ち

が
発
刊
す
る
文
学
同
人
誌

『
槇
』。
４６
年
前
の
１
９
７
７

年
（
昭
和
５２
年
）
に
設
立
さ

れ
た
『
槇
の
会
』
が
発
行
し

て
い
る
。

　

同
会
は
、『
雪
あ
か
り
』
で

２１
回
千
葉
文
学
賞
を
受
賞
し

た
農
民
文
学
作
家
・
故
遠
山

あ
き
さ
ん
が
、
同
賞
受
賞
者

や
入
選
者
に
呼
び
か
け
、
同

賞
審
査
委
員
長
で
放
送
作
家

の
故
恒
松
恭
助
さ
ん
を
顧
問

に
迎
え
、ス
タ
ー
ト
し
た
。「
文

学
を
語
り
、
創
作
し
合
う
場
」

「
筆
者
が
互
い
に
文
章
を
通
し

て
切
磋
琢
磨
す
る
会
」
と
し

て
、
毎
月
第
２
㈰
に
内
房
線

五
井
駅
前
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
市

原
で
、
千
葉
在
住
の
文
学
愛

好
者
が
集
い
、
和
気
あ
い
あ

い
と
勉
強
し
て
い
る
。

　

近
年
は
未
経
験
者
も
参
加
、

さ
ら
に
北
海
道
・
九
州
な
ど

か
ら
寄
稿
す
る
仲
間
を
加
え
、

「
新
た
な
可
能
性
を
拓
く
埋
も

れ
た
才
能
を
発
掘
し
よ
う
」

と
『
新
人
賞
』
も
創
設
、
公

募
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
昨

年
１１
月
に
発
刊
し
た
４６
号
で

は
第
３
回
の
受
賞
作
品
を
発

表
し
た
。

　

新
人
賞
は
第
４
回
と
し
て

今
年
も
募
集
中
。
小
説
で
あ

れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
不
問
、
た
だ

し
未
発
表

オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
。

原
稿
用
紙

３０
枚
以
内

で
、
１
人

１
作
品
の

み
。
別
紙
に
題
名
・
氏
名
・
住

所
・
年
齢
・
略
歴
・
連
絡
先
（
電

話
・
メ
ル
ア
ド
等
）、
応
募
を

知
っ
た
募
集
媒
体
を
明
記
す

る
。
応
募
資
格
は
不
問
。
選

考
委
員
は
、
乾
浩
、
岸
本
（
下

尾
）
静
江
、
松
葉
瀬
昭
。
７

／
３１
〆
切
。

・
宛
先
：
２
８
９
の
２
１
６
９

匝
瑳
市
吉
田
３
４
０
１
の
２

「
第
４
回
槇
小
説
新
人
賞
」
係

・
メ
ー
ル
で
の
応
募

nqbwj474@ybb.ne.jp

件
名
に
「
第
４
回
槇
小
説
新

人
賞
応
募
」
と
明
記

問
事
務
局
・
岸
本
さ
ん

☎
０
４
３
６
・
８８
・
３
５
３
７

文
学
同
人
誌『
槇
』

第
４
回
新
人
賞
募
集
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